
沖
縄
の
軽
便
鉄
道
が
３
Ｄ
で
復
活！

軽
便
与
那
原
駅
舎
展
示
資
料
館
に
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
登
場

　沖
縄
県
鉄
道
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、中
城
村
の
I
T
企

業「
あ
し
び
っ
と
ワ
ー
ク
ス
」が
企
画・制
作
し
、資
料
館
学

芸
員
で
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
特
別
研
究
員

の
喜
納
大
作
さ
ん
が
監
修
を
担
当
。喜
納
さ
ん
が
収
集
し

た
当
時
の
地
図
や
航
空
写
真
な
ど
の
史
料
を
も
と
に
調

査
・
考
証
が
行
わ
れ
て

お
り
、戦
前
の
沿
線
風

景
が
驚
く
ほ
ど
緻
密
に

表
現
さ
れ
て
い
る
点
が

魅
力
で
す
。運
転
レ
バ
ー

を
ゆ
っ
く
り
押
し
込
む

と
、サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
や

民
家
、通
学
す
る
子
ど

も
た
ち
、行
商
の
人
の

姿
な
ど
が
次
々
と
目
に

入
り
、「
動
く
歴
史
資
料
」

と
し
て
当
時
の
生
活
文

化
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ケービン
運転体験

史
料×

デ
ジ
タ
ル
技
術
で

当
時
の
風
景
を
リ
ア
ル
に
再
現

あしびっとワークス提供

　戦
前
の
沖
縄
を
走
っ
て
い
た
ケ
ー
ビ
ン（
軽
便
鉄
道
）が
令
和
の
与
那
原
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
！

　12
月
１
日
か
ら
、与
那
原
町
立
軽
便
与
那
原
駅
舎
展
示
資
料
館
で
沖
縄
県
鉄
道
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の

展
示
が
ス
タ
ー
ト
。3
D
C
G
で
再
現
さ
れ
た
戦
前
の
沖
縄
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、ケ
ー
ビ
ン
の

運
転
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、沖
縄
の
鉄
道
史
を
楽
し
く
学
べ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

　運
転
ル
ー
ト
は
那
覇―

古
波
蔵
、

大
里―

与
那
原
の
２
区
間（
上
下
線

あ
り
）。停
止
位
置
ま
で
の
距
離
や
ブ

レ
ー
キ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
表
示
さ
れ

て
い
て
操
作
し
や
す
く
、ど
な
た
で
も

気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

　公
開
初
日
に
は
照
屋
勉
町
長
が
レ
バ
ー
を
握
り
、運

転
を
体
験
。駅
舎
な
ど
戦
前
の
与
那
原
の
風
景
に
触
れ
、

「
町
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
体
験
し
て
ほ
し
い
」と
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

　沖
縄
県
鉄
道
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
１
回
1
0
0
円
で
体

験
操
作
で
き
ま
す
。か
つ
て
与
那
原
を
走
っ
た
鉄
路
の
記

憶
を
、ぜ
ひ
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

町
長
も〝
出
発
進
行
！
〞

お問い合わせ
軽便与那原駅舎展示資料館

与那原町与那原3148-1
開館時間／10:00～18:00
休館日／ 火曜

URL：yonabaruekisha.com/

835-8888

　あり（5台）
入場料／町内及び小学生以下無料
P

運転ルート

那覇 ― 古波蔵

大里 ― 与那原

▶
古
地
図
や
航
空
写
真
と
見
比
べ
な
が
ら

　建
物
を
配
置
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受賞者一覧

ブランド推進課 945-5323お問い合わせ

与那原大綱曳まつり表彰式祝賀会を開催しました

ブランド推進課 からのお知らせ

　11月２８日、与那原町上の森かなちホールで第4３回与那原大
綱曳まつり表彰式祝賀会を開催しました。
　表彰式では運営委員長の照屋町長が、長年に渡り与那原大綱
曳まつりの継承発展に貢献した受賞者に表彰状を贈呈しました。
皆さま、各区の綱作りへの長年の参加や、支度係・メーモーイ、大
綱曳当日の運営に大きく貢献していただいた方々です。

　豊作祈願の神事として始まったといわれる与那
原大綱曳は、450年余りの歴史を持つ伝統行事
です。沖縄の三大綱引きのひとつに数えられてお
り、その伝統は現在も大切に受け継がれています。
　また、与那原大綱曳で使われた大綱は近年、
『久米島大綱曳き』『泡瀬大綱引』『金武町大綱
曳』など複数の地域で使用されており、与那原町
と他の地域をつなげる役割も果たしています。
　与那原大綱曳を後世へ継承していくために、引
き続き、皆さまのご協力・ご支援をよろしくお願い
いたします。

【特別賞】まつり全般の継承発展に尽力し、その功績が顕著で推
奨に値する業績のあった故人
【功労賞】長年に渡りまつりに継続参加協力して、その功績が顕著
で推奨に値する個人あるいは団体
受賞者（個人、団体）は以下となります。

（港区）
（港区）
（港区）
    （港区）
（港区）
（浜田区）

諸見里 紀子
上 原  泰 子
知 念 キ ク
屋比久 美代子
徳 村  政 子
大 城  正 治

（浜田区）
（浜田区）
（浜田区）
（浜田区）
（浜田区）

上 里  幸 雄
上 原  与 安
金 城  兵 文
照 屋  盛 助
照 屋  正 起

トーマ産業株式会社

特別賞

功労賞（団体）

故 上原 昌之（港区） 故 伊是名 雅人（港区）

功労賞（個人）

第4３回 

令和8年度

第44回与那原大綱曳まつり開催日決定!
8月15日（土）・16（日）
与那原大綱曳まつりは町内
外の事業所、各区・自治会
からのご寄付等により支え
られております。引き続き、
ご理解とご協力を賜ります
ようお願いいたします。

大綱曳会場 御殿山青少年広場
与那古浜公園まつり会場

与那原の
大綱曳は
すべてを体験できます!
詳しくは  YONABARU NAVI 検 索
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